
南アルプス市立八田中学校 前期自己評価書  

                                                                  令和元年８月２０日(火)作成 

        学校長：穴水 秀人 
 

         記述者： 教頭 小林 雅人 

【八田小中一貫校の教育】  

１．教育目標 

 「ふるさとの未来（あす）を創造するたくましい児童生徒の育成」 

  ～知・徳・体の調和のとれた児童生徒の育成を目指して～ 

２．『八田 Children first 』 

 小中一貫校八田小中学校の教育は，「１．学習を繋ぐ ２．児童生徒を繋ぐ ３．教職員を繋ぐ ４．学校・

家庭・地域を繋ぐ」の４つの「繋ぐプロジェクト」をコンセプト（『八田 Children first 』）に，義務教育９年

間を連続させた教育に取り組みます。 

３．めざす児童生徒像 

 ○ふるさとを大切に思う児童生徒 

 ○変化の激しい，先行き不透明な社会に適応できる主体性のある児童生徒 

 ○自律（自主）性・豊かな人間性を持ち，たくましく生きていくための健康・体力を持った児童生徒  

 

【学校経営の概要】  

１．校訓 「日日新」 

２．学校教育目標 

    心豊かで かしこく 心身ともに健やかな生徒の育成 

３．めざす生徒像 

     ＝「知育・徳育・体育」の調和のとれた人間形成＝ 

           は     励んで学び，確かな知識を持つ生徒         (知育)  → 知の力 

           っ     強い精神と身体を持つ生徒                (体育)  → 体の力 

           た     助け合い，いたわり合う心を持つ生徒       (徳育)  → 心の力 

         『当たり前のことを 当たり前にやる』 

 

 

４．学校経営方針 

  (1)職員の創意・工夫により，開かれた特色ある信頼される学校づくりに努める。  

  (2)生徒理解を深め，一人一人のよさや可能性が生かされるよう努める。 

  (3)教職員としての資質能力の向上を図り，信頼される教育活動の実践・展開に努める。  

  (4)家庭・地域との連携により，望ましい教育環境づくりに努める。 

 

５．生徒の努力目標 

   (1)授業にしっかり取り組もう（主体的・能動的・積極的に取り組めたか）  

  (2)さわやかに挨拶をしよう（今日の，この出会いを大切に出来たか）  

  (3)思いやりの心を行動につなげよう（相手の身になって考え行動できたか） 

  (4)主体的に活動しよう（３本の木を大切にし，創意工夫を持って取り組めたか） 

 

６．教師の努力目標 

  (1)社会や地域の変化に対応できる力を持ち，常に自らを見つめ直していく教師 

 (2)異なるものを受け入れ児童生徒の特性を見いだし伸ばしていく教師 

 (3)教職に対する責任感，探究力を持ち，生涯にわたり学び続けていく教師 

 (4)教員と生徒，また教師同士で互いに学び合い，育て合っていく教師 

 

７．学校経営の努力点 

  (1)知・徳・体の調和の取れた，「生きる力」をはぐくむ教育課程の編成と実施に努める。 

  (2)自ら学ぶ意欲を高め，基礎学力の定着を図る指導に努める。 

  (3)豊かな人間性をはぐくみ，心の安定を図る生徒指導に努める。 

 (4)体力・健康・安全に関する指導の充実に努める。 

 (5)家庭・地域・関係機関との連携を深め，開かれた信頼される学校づくりに努める。 

 



 Ⅰ全体評価 

 １．教職員の自己評価 

  ※本年度南アルプス市より「小中一貫校八田小中学校」に制定され，自己評価の項目も小学校と同一のものとし

た。 

 

  (１) 本年度の特徴 

① Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が１００％の項目について 

「学校経営 1：生徒は楽しく学校生活を送っている」 

「学校経営 3：学校教育目標達成のために『授業づくり』『安全・安心な学校生活』『いじめのない学校』の

教育活動に取り組んでいる」 

「学校経営 4：学校は家庭に適切な連絡や情報提供を行っている」 

「学校経営 5：生徒の安全が確保されるように教育環境を整えている」 

「教育課程・学習指導 9：わかる授業に努めている」 

「教育課程・学習指導 10：生徒が意欲的に取り組む授業づくりをしている」 

「生徒指導 15：生徒とのコミュニケーションをとることで，生徒理解に努めている」 

「生徒指導 16：いじめなどのない楽しい学級づくりに努めている」 

「生徒指導 17：保護者とは密に情報交換し，指導に取り組んでいる」 

「特色ある開かれた学校 19：開かれた学校を意識した，学校開放日等，保護者や地域に対し努力している」 

「特色ある開かれた学校 21：合唱活動の充実や体育祭等の特色ある学校行事が充実するように努めている」 

 

 

② Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が９０％未満の項目について 

「学校運営 2：生徒は小中一貫校の教育目標『ふるさとの未来（あす）を創造する児童生徒の育成』達成に近

づくため，各自の目標を持って学校生活を送っている」（７６％） 

  「教育課程・学習指導 11：八田小中スタンダード（含む，教科別年間指導計画）を活用している」（７２％） 

「教育課程・学習指導 12：八田小中学習スタンダード（学習プロセス・学習ツール）を意識した授業づくり

を進めている」（８３％） 

「教育課程・学習指導 14：計画的な家庭学習の手立てをしている」（８３％） 

「特色ある開かれた学校 22：小笠原流礼法を意識させ，心と体のバランスのとれた生徒の育成に努めている」

（８５％） 

  

③ Ｄ(否定的評価)がついた項目について 

「特色ある開かれた学校 20：教育活動等の中に地域の人材や施設を利用し，地域の教育力を生かす体制が整え

られている（学校応援団や子供を守る会など）」 

    

  (２) ２学期の取組課題（自由記述より抜粋）                              

・児童生徒にも，小中一貫校であることをもっと意識させたい。 

・小中一貫校の教育目標を達成するために，まずは授業改善である。授業改善では，これまでつくり上げてきた授

業を見直し，思い切ったチャレンジをする必要がある。 

・板書グッズを全クラスで活用して，授業を進めていきたい。 

・授業で人の話を集中して聞く（姿勢も含めて）スタンダードが定着していない。（特に１年生） 

・家庭学習の習慣が定着していない生徒が多く，提出物が期限内に出せていない生徒が多い。 

・「家庭学習」については，単なる課題ではなく，授業で得たことを深化させることができるとよい。 

・あいさつがさわやかにできるようにしていきたい。 

・ロッカーの整理整頓が課題だ。 

・玄関の靴も含め，「揃える」とう意識をもっと大切にしたい。 

・「学校・家庭・地域との連携」や「地域の教育力を生かす体制」については，一貫にも関わり最重要課題である。 

・地域の方にも来ていただけるような取組がほしい。 

・小中一貫（連携）教育を今後さらに推進していくため，又，道徳が教科化されるため，今までの行事の精選を早

急にしていくべきだと思う。教員が，いっぱいいっぱいになってしまう感も否めないので…。 

・生徒ひとりひとりが，時間・行動その他，けじめをつけて生活できるよう指導していきたい。 

・清掃活動を，全員が時間いっぱい，一生懸命取り組めるよう指導したい。 

・「業務改善」については，八田中の特色を活かしつつ，改善をする必要がある。 

・長期欠席の生徒が多いのも課題だ。 

 

 

 

 

 

 



 

２．学校生活に関する生徒アンケート 

  ※今年度より小学校とほぼ同様の項目とした。ただし，発達段階が違うので表現が少し異なっている。 

 

  (１) 本年度の特徴 

  ① Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が８０％以上の項目(全校集計から)について   

  ２０項目中１３項目において，肯定的評価が８０％以上となっている。また，９０％以上が７項目あり，

各学年においては，以下のようである。 

 

   ② Ｃ・Ｄ(否定的評価)が高い項目（８０％未満）について 

   ア ３年生の評価 

     １２項目。 

「あなたは，学校生活が全般的に楽しいと思いますか」（７３％） 

「あなたは，授業中発言をしますか（小グループでの話し合い時も含む）」（７０％） 

「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（６１％） 

「あなたは，学校や学年・学級へ提出するものが出せていますか（宿題等も含む）」（７５％） 

「あなたは，宿題以外にも家庭学習（塾や家庭教師を除く）に取り組んでいますか（自主学習ノートを含む）」

（６６％） 

「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）」（４９％） 

「あなたには，悩みごとをなどを相談できる友だちがいますか」（７９％） 

「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（６６％） 

「あなたは，規則正しい生活（早寝・早起き・朝ごはん）ができていますか」（７４％） 

「あなたは，体力づくりに取り組んでいますか（部活動を含む）」（８０％） 

「あなたは，平日の睡眠時間はどのくらいですか」 

  ９時間以上…４人 ８時間ぐらい…１６人 ６～７時間ぐらい…３５人 ６時間未満…９人 

「あなたは，家の人に学校の様子を話していますか」（７４％） 

 

   イ ２年生の評価  

     ５項目。 

「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（６０％） 

「あなたは，学校や学年・学級へ提出するものが出せていますか（宿題等も含む）」（７７％） 

「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）」（４８％） 

「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（４９％） 

「あなたは，平日の睡眠時間はどのくらいですか」 

  ９時間以上…１４人 ８時間ぐらい…１４人 ６～７時間ぐらい…３２人 ６時間未満…１人 

 

    ウ １年生の評価 

  ６項目。 

「あなたは，授業中発言をしますか（小グループでの話し合い時も含む）」（５８％） 

「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（６９％） 

「あなたは，宿題以外にも家庭学習（塾や家庭教師を除く）に取り組んでいますか（自主学習ノートを含む）」

（６１％） 

「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）」（７１％） 

「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（６９％） 

「あなたは，平日の睡眠時間はどのくらいですか」 

  ９時間以上…１３人 ８時間ぐらい…２６人 ６～７時間ぐらい…２０人 ６時間未満…２人 

 

（２）備考欄への記述 

   ・授業の進みがはやい。 

 

（３）２学期の取組課題（肯定的評価が８０％未満の７項目を課題とする） 

    「あなたは，授業中発言をしますか（小グループでの話し合い時も含む）」（６９％） 

    「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（６３％） 

    「あなたは，学校や学年・学級へ提出するものが出せていますか（宿題等も含む）」（７２％） 

    「あなたは，宿題以外にも家庭学習（塾や家庭教師を除く）に取り組んでいますか（自主学習ノートを含

む）」（７２％） 

    「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）（５５％） 

    「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（６１％） 

 



３．お子さんに関する保護者アンケート  

※本年度より小学校と歩調を合わせ，前期にも保護者アンケートを実施した。項目も小学校と同一のものとした。 

 

(１) 本年度の特徴 

  ① Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が８０％以上の項目(全校集計から)について   

  １４項目（除携帯電話項目）中１１項目において，肯定的評価が８０％以上となっている。また，９０％以

上が７項目である。 

 

   ② Ｃ・Ｄ(否定的評価)が高い項目（８０％未満）について 

３項目。 

「お子さんは，授業の内容が分かっていると思いますか」（７７％） 

「お子さんは，宿題（課題）を忘れずにしていますか」（７７％） 

「お子さんは，宿題の他にも家庭学習（塾や家庭教師は除く）をしていますか」（５６％） 

 

  ③ 携帯電話の項目 

    「お子さんに携帯電話を持たせていますか」 はい…１２７人     いいえ…６２人 

                        （①31 人②43 人③53 人） （①30 人②18 人③14 人） 

    「携帯電話を持たせている場合，お子さんと使い方についてルールを決めていますか」 

                         はい…１１１人     いいえ…１６人 

                        （①28 人②38 人③45 人） （①３人②５人③８人） 

 

 

（２）備考欄への記述（抜粋）※原文のまま載せています。 

 

   ・部活の先生に前日までに朝練を休むことを伝えたにもかかわらず，当日「隠れて練習を休むな」と言わ

れたそうです。休みのことを伝えた先生と上記の言葉を言われた先生は別の様ですので今後は情報を統一

して把握して頂けるとありがたいです。 

・フリー参観は授業参観だったからでしょうか。授業中の生徒達の私語や雑談の多さに驚きました。まだ子

ども達も小学校気分が抜けないのか，今後授業が更に難しくなっていくので，私語や雑談の中で，しっかり

授業が進んでいくのか不安です。 

・いつもご指導ありがとうございます。子どもが間違いをした時に，しっかりと正しい道へと指導を引き続

き，よろしくお願いします。小中一貫校であれば，もう少し連携を図り，共通理解のもと，教育にあたって

いただきたいです。 

・いろいろ聞いてもなかなか本音で話してくれない年頃となり，学校での様子は把握しづらいですが，休ま

ず通える環境を作って下さる学校，担任の先生，各担当の先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。学校側

ではあたり前のこと（行事の名称，詳細，たとえば中巨摩大会？とかプールの水着や帽子の決めごと）が，

初めてでわからないことがありました。子供が先生やお友達に直接きいてくるので大丈夫とは言われてしま

いますが，親としてはちょっと不安でした。 

・前回の授業参観を拝見しましたが，どの授業中も子ども達の私語が多く，集中できていないと感じました。

私達の時代と比べてはいけませんが，あの授業風景を見て，少し不安になりました。注意や指導が難しい時

代ではありますが，大人への第一歩が中学校生活でもあると思います。「楽しい」も大切ですが，「やる気」

「集中力」が身につくといいなと思います。我が家は初めての中学生。部活で何が必要か，名札（制服）を

どうつけたら良いか，プールは何が必要でどんな水着か，など分からない事も多いです。 

・数学は生徒の理解度に差があるようです。レベルに合わせた対応をして頂けるとありがたいです。 

・いつもお世話になり，有難うございます。今後もご指導の程，宜しくお願い致します。 

・学習について，苦手がある子（特性のある子）に合った対応をもう少しして頂けると良いです。みんなが

同じやり方で覚えられる訳ないです。 

・息子は学校の授業が全くわかってないようです。親も学校の授業は集中して聞くように言ってはいるので

すが…。効果がないです。本人のやる気次第だとは思いますが，もう少し先生方も考えてはいただけないで

しょうか。もう二年生なので本当に心配しています。出来ない子には（宿題とは）別に課題などを出して下

さると出さなきゃならないと思ってやると思うのでお願いできませんか？ 

・ケイタイについてのルールは守られていませんが，みんな（子ども達）はどうしているのか？両親の方々

は，どうやって話し合って決めたのか？を知りたいと思いました。勉強については，全く分かっていない場

合はどうしたらいいのか？を知りたいと思うし，相談もしてみたいと思っています。 

・この年齢になると，性教育についての話がなかなかできないのが現状です。まして，一人親だと（同性な

ら話しやすいですが）さらにむずかしいと思います。学校で上手に教えてもらえないでしょうか？ 

・進路に不安を感じでいます。生徒達が希望する進路に進めるようしっかりとサポート，窓口になっていた

だきたいです。小中一貫であれば，もう少し互いのことを確認するべきだと思います。また，一貫にするの

であれば，学校で使用する体育着なども統一したりと，工夫もできたりするのでしょうか。何をもって一貫



としているのか理解できません。学校の環境をもっと良くしてほしいです。 

・同じようにアンケートを毎年行っているが，アンケートの結果や意見が表に出てこない。他校の進学情報

（学校通信）を見たが，どこの高校へ何人と詳しく出ていた。本校は人数などの情報がない。（先輩からの）

自主学のアドバイスや生徒の意見やイベント毎の感想を掲載していてとても読みやすく，学校全体の情報が

わかるものになっていた。進級するにあたり，前担任からの引継ぎや申し送りのようなものができていない

と感じた。自主学を提出しない生徒がいる。提出している生徒のやる気を失くす→自主学の徹底をしてほし

い。 

・毎年このアンケートが同じ内容ですが，役に立っていますか？親からしますと，あまり意味がないような

気がしますが，どうなんですか？９番の評価項目（いじめの未然防止は，学校は全然指導はしてない気がし

ます。 

・学校行事についてのメールでお知らせがあるのはありがたいのですが，本日の「合唱集会」では時間のお

知らせも無く，プログラムにも記載も無く困りました。プログラムにぜひ時間も書いて欲しいです。 

・学校からのたよりは先生方の思い，子供達の声が身近に感じ，あたたかく読んでいます。この中学時代 

の経験，この時の自分や友達の思いを大切に感じてもらいたい。大人になっても忘れない子供に成長して欲

しい。そんな親の思いをくんだたよりになっていると思います。先生方，ありがとうございます。 

・学校からのおたよりで，今後の予定などを知らせてもらっていますが，子供が時々出すのを忘れていたり

することもあるので，大事な予定（例えばお弁当の日など）や特別なイベントなど，学校メールを通しても

っと保護者にも知らせてもらえるととても助かります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）２学期の取組課題（肯定的評価が９０％未満の７項目を課題とする） 

 

    「学校は，小中一貫校（分離型）教育を意識して教育活動に取り組んでいると思いますか」（８６％） 

    「お子さんは，授業の内容が分かっていると思いますか」（７７％） 

    「お子さんは，宿題（課題）を忘れずにしていますか」（７７％） 

    「お子さんは，宿題の他にも家庭学習（塾や家庭教師は除く）をしていますか」 （５６％） 

    「お子さんには，困ったことがあった時に相談などのできる友だちがいると思いますか」（８８％） 

    「学校には，お子さんのことで相談できる先生がいますか」（８５％） 

    「学校は，いじめの未然防止や子どもたちの間違った行動などに対して，指導していると思いますか」 

（８７％） 

 

 

 

 

 

 



 Ⅱまとめ(成果と課題)。 
  「教職員自己評価」「生徒アンケート」「保護者アンケート」の結果から，特に，今後以下の事柄について改

善をしていく必要がある。 

 

（１）学力向上のための取組 

 【成果】 

 ○南アルプス市より「学びの質を高める授業づくり推進事業」の指定を受け，昨年度から指定を受けている八田

小学校の研究成果を学んできた。そして，本年度「南アルプス市立八田小中学校」として新たなスタートを切り，

小中一貫校として義務教育９年間を見通した教育課程を実施しようとしている。 

 ○生徒自ら（生徒会の取組）が，授業規律について考えることができた。 

 【課題】 

 ○「教職員の自己評価」から明らかなのは，生徒の授業に取り組む姿勢や家庭学習に課題があるということだ。

また，「生徒アンケート」から，授業中の発言をしない生徒も少なからずいて，学習姿勢もあまりよくないこと

がわかる。そして，家庭学習があまり行われていないことも伺われる。さらに，「保護者アンケート」からも，

子どもが授業内容を分かっていなくて，家庭学習もしていないことを心配している保護者像が浮かび上がる。そ

こで，小中一貫校（分離型）として同一歩調で，先ずは学びの質を高めていくことが肝要である。 

 【対策】 

 ○新学習指導要領実施（令和３年度完全実施）に向けて，「主体的・対話的で深い学び」が行われるように教師

が授業力を高め，授業改善に努める。そして，「変化の激しい，先行き不透明な社会」にも適応できる力（「知

識及び技能」「思考力・判断力・表現力など」「学びに向かう力、人間性など」）を育む。そのためには，グル

ープ討論や体験を通した学習、他人に教える経験等の共同学習が大切である。（ベンジャミン・ブルーム提唱の

ラーニングピラミッドより） 

 ○一斉授業では発言（表現）ができない生徒も，グループ学習では自らの考えを発表しやすくなる。一方教師も

机間巡視をし，一人一人の生徒の考えを見取ることが可能となる。授業内容にもよるが，可能な限り共同学習を

行っていく。 

 ○業務改善（行事等の見直しや働き方改革等）を行うことで，生徒と向き合う時間や教材研究等の時間をしっか

りと確保する。 

 ○八田小学校で研究してきた学習スタンダード（学習プロセス・学習ツール）を意識した授業づくりを推進する。 

 ○生徒会で考えた授業の取り組み方を生徒自身で徹底していく。 

 ○県教委から出されている「学びの甲斐善八か条」を基に，家庭学習の定着を図る。 

 

（２）いじめ・不登校に対する取組 

 【成果】 

 ○１学期間でいじめを１５件認知し，①解消している（７件）②一定の解消図られたが、継続支援中（７件）③

解消に向けて取組中（１件）であった。重大事態（生命心身財産重大事態・不登校重大事態）は，今の所ない。 

 ○生徒総会において，生徒の総意で「いじめ０宣言」をすることができた。 

 【課題】 

 ○いじめの取組について保護者に理解されていないところもあったり，まだまだ完璧ではないところもあったり

する。また，困ったことがある時に相談できる友だちや先生がいないと答えている生徒や保護者も少なくない。 

 ○学校規模からすると，不登校や不登校気味の生徒が少なくない。 

 【対策】 

 ○「学校いじめ防止基本方針」に則った取組を確実に行うとともに，定期的に（毎年）見直しも行う。 

 ○これからもいじめの認知を積極的に行い，早期発見・早期対応に努めていく。 

 ○いじめの未然防止の取組（授業づくり・集団づくり・居場所づくり・絆づくり）を継続していく。 

 ○「いじめ対策委員会」を中心として，組織的な対応を行う。 

 ○いじめ防止に繋がる道徳科の授業や道徳教育を充実させる。 

 ○生徒にいじめの４層構造（被害者・加害者・観衆・傍観者）について教えるとともに，スイッチャ―やシェル

ター，通報者や仲裁者等になることで，いじめに苦しむ生徒を救うことができることを理解させる。 

 ○校務の効率化を図り，生徒と向き合う時間を確保する。 

 ○不登校気味の生徒に対して，保健室だけではなく，個別の部屋（相談室・学習室・会議室・パソコン準備室等）

を確保し，その対応にあたる。 

 ○いじめの被害者や不登校生徒に寄り添いながら，相談（ＳＣを含む）や家庭訪問等を行う。 

 ○保護者との連絡を密にするとともに，関係機関（児童相談所・市子育て支援課・警察署・病院等）との連携を

とりながら，指導にあたる。 

 

 


